
平成２７年度 第３回 市川市自立支援協議会 

 
日 時：平成 27 年 11 月 26 日（木） 

午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

 
場 所：急病診療・ふれあいセンター 
     2 階 第 2 集会室     

     

 

 

 

会 議 次 第 

 
 
１ 開会 

 
２ 成年後見制度の紙芝居の紹介 

 
３ 各専門部会・障害者団体連絡会の状況について 

 
４ 専門部会のあり方について 

 
５ その他 

 
６ 閉会 



 相談支援部会 資料 

 

 ◎サービス等利用計画作成の進捗状況 

（支援課）     

 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H 27.9 H27.10 

利用件数 2088 2093 2110 2121 2121 2114 2102

作成済み 

（セルフ） 

（計画相談） 

1824 

(855) 

(969) 

1829 

(847) 

(982) 

1864 

（856) 

(1008) 

1886 

(861) 

(1025) 

1912

(878)

(1034)

1924

(879)

(1045)

1929

(872)

(1057)

達成率 87.4％ 87.4％ 88.3％ 88.9％ 90.1％ 91％ 91.8％

              

（発達支援課） 

 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7 H27.8 H27.9 H27.10

支給決定件数

（新規・継続） 

41 45 57 52 33 45 43

作成済み 

（セルフ） 

（障害児相談） 

41 

(38) 

(3) 

45 

(42) 

(3) 

57 

(50) 

(7) 

51

(44)

(7)

34

(44)

(8)

45

(41)

(4)

43

(35)

(8)

 次のステージとしては計画相談のセルフプランについてどのように計画相談に移していくのかを検討

していく予定。 

 

◎相談支援部会関連会議からの報告 

 ・権利擁護連絡会：月に 1 回開催。11/19 シンポジウム開催。100 名以上の参加。事前質問に対し専

門家にて答える形とした。12/10 には後見人等のつどいを開催予定。 

紙芝居を作成。後見の入口として解りやすいような内容になっている。 

 ・地域移行協議会：2 ヶ月に 1 回開催。病院のスタッフを対象に地域の福祉サービス資源の見学会を

11/12、19 に開催。 

 ・障害児連絡会：地域と日常の問題、課題についてグループ討議開催。相談支援体制のあり方、普

及、中核機能について、児童から大人へのつなぎ、生活の場の確保等が課題とな

った。 

 ・is-net：10/28 初任者研修開催。11 名参加。福祉サービス・報酬と現任のプランより事例発表。 

      11/27 情報交換会開催予定。市と相談支援との連携、マニュアルの概要について説明及び

グループワーク 

      12/11 研修会開催予定。身体ケースの事例をもとにアセスメント及び計画作成演習。担当

者会議の持ち方について良悪事例をロールプレイ予定。 

 

◎“場”の検討とアクセスのケース会議について 

  ・えくる：“場”の提供検証を行い 11/9 に行徳公民館にて 1 回目（昼食時間）の調理と食事会を開
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催。参加者は 6 名。“場”を改め、えんつむり というネーミングをつけた。当日は社協よ

りお米とフードバックより食材の提供を得る。得たものまた、課題も見えた。11/24（2 回

目・夕食時間）の実施を踏まえ、今後報告書を作成。 

  ・アクセス：ケース会議にスーパーバイズとして支援課とえくるが出席。1 回の会議に 35 件前後、

行う。 

       就労以外に係る事も多く、実際にはアクセスで関わらなければならないケースとそうで

はないケース等勉強になっている。状況の積み上げを行い、今後の展開について突っ込

んだ話をしていきたい。 

  

◎ガイドライン改定及びマニュアル作成について 

  ガイドライン：1 月の配布に向け最後の詰めを行っている所。 

  マニュアル：ガイドラインより切り分けたものも含め（案）を作成。Is-net の情報交換会にて現任

者へ見てもらい、より実践に役立つ物をつくっていきたい。 

 

◎ガイドライン研修について   

 相談支援の質の向上を図り、相談支援に関する制度や関係機関の社会資源の周知を図ることを目的

とし、今年度で 3 回目を予定。 

1 回目 1/20（水） 18：00～20：00 体系・位置づけ、意義、役割、プロセス、連携ポイント等 

講義形式 

2 回目 2/23（火） 18：00～20：00 関係機関の機能・役割、連携の仕方について 

              2 事例（多問題事例）を劇を交えて説明。 

3 回目 3/10（木）18：00～20：30 アセスメント～計画作成（事例演習） 

                 アクションプランを踏まえ、グループワークで演習を行う 
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20151126 自立支援協議会資料 

生活支援部会 報告 

 
１． 第４回部会報告 （11 月 11 日開催） 

各連絡会・会議よりの報告等（順不同） 

 ・居宅支援連絡会        ニーズの多い精神障害についての研修会を 1 月に実施予定。 

 ・日中活動連絡会        行動障害について 4 回シリーズの勉強会を開催中。 

公立施設を含む幅広い事業所の参加あり。 

 ・グループホーム等連絡協議会  世話人対象、管理者対象の研修実施。 

                 （テーマは虐待、差別、サテライト型 GHについて） 

 ・重心サポート会議        重症心身障害児の宿泊イベントどれみ♪キッズを実施。 

                  多数のボランティアの参加あり。 

                  進路検討のための事業所説明会実施。多数参加あり。 

 ・障害者団体連絡会       →団体連絡会報告 

 

２．普及・啓発活動について 

（１）和洋女子大学 里見祭でのハートフルツアーを実施 10 月 31 日（土） 

   ・参加者 10 名 今年度は、重心児者の参加 4 名あり 

   ・今後の方向性については、大学側と協議予定 

 

（２）障害者週間イベント（I あいフェスタ）12 月 5 日（土）開催 ※別添チラシ参照 

・７回の実行委員会を開催し、担当ごとに打合せ・下見等を行っている。 

・場所は、コルトンホール、生涯学習センター内（カフェテラスぴっころ・グリーンスタジオ） 

   ・関係者だけでなく、市民の参加・来場増をはかることが目的 

     

３．地域生活拠点事業について 

 ・市川市主催により、10 月 26 日に「地域生活支援拠点を学ぶ」研修会を実施。参加 47 名。 
  事業の目的等などの講義と質疑応答。 
 
 ・講師（田中正博氏）より 

「“障害者の高齢化、重度化・親亡き後”を見据えた地域における居住の支援をどう考えるか」 
  「『相談』が核になり、既存の資源や仕組みを活かす形で、地域性を踏まえた構想が必要」 
 
・生活支援部会の来期の中心検討テーマを、この地域生活拠点事業の検討とすることを前回部会 

において決定。今後は、基幹相談支援センターの検討も含め、相談支援部会との協働を検討。 
 

４．専門部会の再編について 

   →別紙資料参照 
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平成 27 年 11 月 26 日（木） 

 

就労支援部会からの報告 

 

○就労支援担当者会議 

1. 活動報告 

平成 27 年度いちかわ障害者就職面接会（就職ステップアップコーナー）⇒詳細は別紙 

2. 定着支援ケース事例検討に関して 

  【目的】①具体例を学ぶ ②対応力を養成 ③支援機関同士の連携を模索 など 

【内容】これまでに、3事業所から提供された 4例のケースを基に検討会を実施。 

「定着支援における企業と支援機関との連携」、「支援機関同士の連携」が主な

論点となっており、検討結果として「定着支援のイニシアチブを誰が取るのか」、

「就職後の生活面に課題がでた場合、利用すべき支援機関はどこになるのか」、

「企業との支援の線引きはどの辺りにすべきか」などが課題としてあげられた。 

 

○福祉的就労担当者会議 

1． 検討項目 

  ①お仕事情報の共有（企業からの業務発注について、情報共有、受注状況の確認） 

  ②お仕事情報の情報発信とその管理について 

依頼業者に対しての迅速且つ明確なレスポンスのため、フィードバックのシステム

を変更。市からのお仕事情報連絡には、スケジュール調整サービス「伝助」を使用

し、メールで受け取った各事業所は伝助内に記入して返信することで対応していく。 

  ③いちかわ障害者就職面接会ステップアップコーナー⇒別紙参照 

 

2． ふくたん事例検討会について 

各事業所から輪番（すぐにでも挙げたい事例があればそれを優先）で事例を持ち寄り、

それぞれがサービス提供時に生かすことの出来るような、また、就労支援担当者会議

とも共有できるものとして継続して行っていく。 

 

○今後の部会としての取り組み 

部会での検討の結果、下記についての議題が出た 

①しゅうたん、ふくたん双方のお互いの事業についてを知る 

②一般就労、福祉的就労すべてを含めた、多様な働き方について学ぶ 

③家庭の支援力、相談支援との連携 

④企業に対しての働きかけ 

 

①～④のうち②について、講師を招いての研修会を計画する。 

以 上 
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平成 27 年度いちかわ障害者就職面接会（就職ステップアップコーナー） 報告 

 

日時：平成 27 年 10 月 8 日（木）13 時～16 時 

場所：市川グランドホテル 7 階 黄金の間（面接会場） 

竹の間（就職ステップアップコーナー） 

 

就職ステップアップコーナー利用者数と利用目的 

 リボン（13 人）面接会場の見学 

 ハピネス行徳そると（4 人）就労移行・Ｂ型・アクセス・いちされんの説明を順に聞く。 

 単独（4 人）①11 月から移行に通うが、その前に知っておきたい＋面接の練習 

       ②Ａ型利用者。一般就労について、アクセス・いちされん・移行を紹介。 

       ③移行利用者。移行のＰＣ練習では満足できず、専門のＰＣ講座を受けたい。 

       ④Ｂ型利用者（職員同行）。就職を検討しており、合面に見学に来られていた方。 

アクセスといちされんの支援、利用について説明をした。 

 

感想・反省 

・支援機関がついてない人が少なかった。面接自体に人が集まれば違ったかも。 

・他の事業所の理解を深めないと自事業所への誘導になりかねない。 

パンフレットの読み込みが事前にできると良い。 

・アセスメントをとらないと、本人が求めているものに結びつけるのは難しい。 

・事業の種類（移行とかＡ・Ｂ型とか）については明確に説明できたほうが良い。 

利用要件（直Ｂ利用にはアセスメントが必要とか）など。 

・移行とＢ型の意見交換ができた。 

・来た人に対して説明が伝わった方もあったので良かった。 

・そるとの人たちが来たのは良かった。先がイメージできる。 

・いろんな事業所が一堂に会する場に来てもらうのもいいのでは。 

・事業所ごとに告知して、相談スペースがあると声がけできれば良い。 

・こういうコーナーが常設されていると分かれば良い。 

・どうなるか心配だったが、やって良かった。 

・各事業所の強みが分かると良い。 

・生活訓練の人たちに対して、移行と A・B 型の使い分けが、視覚的な 1 枚の図でわかると良い。 

・各自がバインダーを持って、図を描けるようにすると良い。 
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市川市障害者団体連絡会 自立支援協議会資料 

 

平成 27 年度 第 3 回障害者団体連絡会を 11 月 17 日に開催 

①ごみの減量・資源化について 

市循環型社会推進課から説明 

②民生委員との交流について 

南行徳中部地区と大和田・稲荷木地区のふた地区で 

手をつなぐ親の会さんのキャラバン隊空の交流 

③啓発パンフレットについて 

原案をまとめて、各団体に訂正事項などを次回の会議までに提案してもらう 

④障害者権利条約・差別解消法講演会について 

１０月３日市川市と共催、関係者、来客者 計１０６名参加、大盛況で終わる 

⑤新規入会団体について 

失語症自主グループ「なないろ会」オブザーバー参加 

⑥集会室の利用料について             

来年度から集会室の利用料を負担予定 

⑦会計担当の選任について       

役員会で会計担当を選任した。新たに口座を開設予定 

⑧会費納入の段取りについて                  

通帳を作り次第、納金してもらう 

⑨防災に関する取り組みについて            

感想をまとめて要望書を作成、別添資料 

市川市と次回２月２日の定例会において意見交換希望 

⑩障害者週間イベントについて          

１２月５日、生活支援部会に協力 

体験コーナーでおもちゃ図書館、キャラバン隊、ストーマ体験など 

啓発パンフレット実行委員会よりチラシ配布、別添資料 

⑪事務局体制について 

事務局員を 2 名選出した。 

今後、事務局長と協力しながら市からの引継ぎを進める 
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平成 27 年 11 月 17 日 

 

危機管理監 様 

 

市川市障害者団体連絡会 

代表 大井 好美 

 

 

「平成 27 年度市川市総合防災訓練」に参加しての要望 
 

 

拝啓 日頃は障害者団体の活動にご理解を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、障害者団体連絡会では、このたびの平成27年度市川市総合防災訓練‐避難所訓練‐に参加し、

各団体よりの感想をまとめました。（別添資料） 

 つきましては、これを踏まえて２月の障害者団体連絡会にて市との意見交換をさせていただきたく、

ご多忙の折から恐縮ですが、下記の日程にてご担当者の派遣につきましてご高配賜りますようお願い

申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

 １．日時      平成 28 年 2 月 2 日（火）午後 1 時 30 分～ 

 

 ２．場所      市川市急病診療・ふれあいセンター2 階 集会室 

 

 ３．内容      総合防災訓練および市川市の防災体制に関する意見交換 

以上 
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平成 27 年度 総合防災訓練に参加しての感想から 

意見交換をしたい主な課題 

 

１、 要配慮者の受付をするとどうなるのか 
２、 要配慮者の障害別マニュアルは作成されているか 
３、 コミュニケーションが取りにくい人との対応はできているか 
４、 指定避難所の福祉避難室はどんな人が入るのか 
５、 福祉避難室ではどんな対応をしてくれるのか 
６、 避難所のバリアフリー化は出来ているのか 
７、 避難所における備蓄（食料品、飲料水以外の備蓄）はどうなっているのか 
８、 避難行動要支援者名簿の整備はできているのか 
９、 福祉避難所(二次避難所)はどのような対応するところか 

                             以上 
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市川市障害者団体連絡会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

  

知ることから 

はじめよう！ 

周囲の理解や配慮があれば 
活躍できることが 

  たくさんあります。 

 
目が悪くなれば眼鏡をかけるように、不自由

さを補う道具や援助があれば活躍できるこ

とはたくさんあります。  

障がいの種類・程度は人それぞれに違います

が、少しの介助があれば、地域の中で日常生

活を営み、障がいのない人と同じ職場で働い

ている方や、趣味やスポーツなどで活躍して

いる方もたくさんいます。 

 

外見だけでは 

わからない 
  障がいもあります。 

 
障がいは多種多様であり、 

外見からわかるものだけではな

く、外見ではわからない障がい

のため理解されず、苦しんでい

る方もいます。 

障がいは 

多種多様で 

同じ障がいでも 

一律ではありません。 

 
障がいの種類も程度も様ざまであり、

同じ障がいでも、その症状は一律では

ありません。 

また、複数の障がいをあわせ持つ 

ことがあります。 

障がいは 

誰にでも 
生じ得るものです。 

 
病気や事故はいつおこるか 

わかりません。 

同様に、障がいはいつでも誰にで

も生じ得るものなのです。 

 

困っていそうな場面を見かけたら 

「何かお困りですか？」と 

声をかけてください。 

 

 

「おはよう！」「こんにちは！」 
と一言声をかけましょう。 

みんなどこかで誰かと 

支え合っているのです。 
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市川市障害者団体連絡会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなことに 

困って 
います 

視覚障がいのある方は 

慣れていない場所では一人で移動することが困難で 

す。目からの情報を得にくいため、音や手で触れる 

ことで情報を得ています。 

人の視線や表情が理解できず、コミュニケーション 

に苦労します。 

点字ブロックの上に、物や自転車などが置かれてい 

ると困ります。 

聴覚障がいのある方は 

外見からは言葉を聞き取ること、話すことが不自由だということがわからないので、周りの人からは

話しかけているのに答えてくれないなど、誤解されてしまうことがあります。 

音によって周囲の状況を判断することができません。道路を歩いていて車や自転車が接近する音が聞

こえなかったり、電車が故障や事故で止まってしまっても車内放送に気づかなかったりします。音に

よる状況判断ができないため、危険な思いをすることがあります。 

肢体不自由な方が車いすを利用していると 

十分なスペースがなかったり、ちょっとした段差や障害物があるために移動することができないこと 

もあります。高いところにあるもの、床にあるものを取ることが困難です。 

公共交通機関がバリアフリーになっていない場合は、利用が難しかったり、利用をあきらめたりしま

す。ＡＴＭや自動販売機などの機器は使いにくいです。障がい者用駐車スペースが空いていないため

利用できないことがあります。 

知的障がいや自閉症の方は 

人にモノをたずねたり、自分の意見を言うのが苦手な方もいます。漢字の読み書きや計算が苦手な方

もいます。事故やトラブルにあっても助けを求めたり、誰かに訴えることが苦手な方もいます。ひと

つの行動に固執したり、同じ質問を繰り返す方もいます。環境や、状況の変化に慣れるのに苦手な方

もいます。「暗黙のルール」や「社会のルール」が理解できない方もいます。 

本人のわかる方法で見通しを示してください。 

精神疾患について 

学校でも教えられず、正しい理解が進んでいません。

そのため、なぜ自分がこんな病気になったのか、 

本人も家族も病気を受け入れることがなかなかでき

ません。また、うつ病は理由もなく落ち込み、何も

できなくなる病気です。周囲の人から「なまけてい

る」と勘違いされることもあります。 

「病気だから休養しないといけない」という理解が

必要です。 

14



2015/11/26

1

専門部会の再編と
第2次いちかわハートフルプラン

重点施策

• 相談支援・権利擁護の充実  相談支援部会

• 就労支援の促進  就労支援部会

• 地域生活の充実  生活支援部会

• 災害対策の推進  団体連絡会等

• 障害児支援の推進  障害児支援連絡会

• 人材確保と育成  生活支援部会等
1

20151126自立支援協議会
生活支援部会資料

生活支援部会のターゲット

• 生活全般と人材確保・育成というテーマは広
すぎる

• 施策に反映されない状況

• 障害者週間やハートフルセミナー・里見祭と
いう成果をあげてきた

• 他の部会は概ね踏襲して続けるという結論

2年間を1期として、テーマを絞り検討する

「市川における地域生活支援拠点のあり方」

（相談支援体制との関連も重視）
2
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2

今後の課題など

• 部会のあり方の検討は続けるべき

• 連絡協議会の生かし方は課題のまま

• 次期の課題を「地域生活支援拠点」とした場
合・・・

論点・進め方・・・コアメンバーで案を作る

メンバー・希望を出してもらうところから始める

最終的には幹事・事務局で協議し決定

3

今後の各部会について
（相談支援部会の際に生活支援部会幹事より提示した意見を再編）

①課題を固定化するのではなく、人材育成と同様、あいあいフェスタなどの
啓発に関することも共通の課題として扱うべきではないか。

②地域生活支援拠点については、基幹相談支援センターとの関係も大きい。
相談支援部会と協働できるチームのようなものが必要ではないか。

③自立支援協の関係図にあるような、「個別支援会議からの課題集約」については、
現状ではえくるやアクセスの会議、ＧＳＶなどを通じて集約しているが、現場から直
接ではない。現場の意見・課題をつなげる仕組みが欲しい。現場に近い連絡会の
意見が薄くならないようにして欲しい。

⇒連絡会相互が有機的につながって、課題を共有できると良いと思うが、一方で
それをどう自立支援協議会につなげるのかは課題。

  連絡会の活動が活発になると、報告が多くなり検討が中途半端になる恐れあり。
事業所の中の日中活動系の事業所は、いちされんと重なる部分は大きい

･･2年後（次々回の自立支援協委員見直し）の際の検討課題か？

4
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市川市自立支援協議会の関係図（平成27年度）

行 政

（事務局）
庁内関係各課

行政が設置した協議会やネットワーク等

市川市家庭等における暴力対策ネットワーク会議

市川市自立支援協議会

サービス事業者

障害者団体

障害児関係

相談支援事業

地域福祉関係

就労支援関係

生活支援部会 相談支援部会 就労支援部会

市川市障害者
団体連絡会

日中活動連絡会

ＧＨ等連絡協議会

居宅支援連絡会

重心サポート会議

福祉的就労担当者会議

就労支援担当者会議

幹事会

個別支援会議

個別支援会議

個別支援会議

ニーズ・課題・困難ケース等

一般就労福祉的就労権利擁護連絡会

障害児支援連絡会

市川市社会福祉審議会

障害者福祉専門分科会

地域移行支援協議会

is‐net
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（参加団体）
生活支援部会 相談支援部会 就労支援部会

・教育関係（学校、幼稚園）
・教育委員会

・保健センター
重心サポート会議 障害児支援連絡会

情報交換会 ・障害児支援連絡会
・重心サポート会議

２．活用について　

・こどもの支援を考える場として（ライフサポートファイルなど）
・事業所をサポートしていく場として（研修など）
・関係機関との連絡・連携の場として

・障害者支援課

（身近な課題に対応していく場）

※障害児支援連絡会とは、
　　　議題を精査する。

連携・情報共有

平成　　年　　月　　日

発達支援課

平成２８年度　こどもの発達支援について

１．構成メンバーについて

・こども政策部（子育て支援課、こども入園課、
こども施設運営課、発達支援課）

障害者支援課

（教育政策課、就学支援課、指導課、教育センター）

市川市自立支援協議会 こども発達支援会議
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●認知症の⾼齢者の⽅や障がい者の⽅を
消費者トラブルから守るため、その対策
となる成年後⾒制度全般や各種法制度に
ついて、⾏政書⼠が講演をします。

⽇時: 平成27年12⽉7⽇（⽉）
14:00~17:00
（受付13:30~ ）

第1部 講演会（90分間程度）

第2部 個別相談会

主催 千葉県、⼀般社団法⼈コスモス成年後⾒サポートセンター千葉県⽀部
共催 市川市
後援 千葉県⾏政書⼠会

● 講演会終了後、希望者に個別相談会を実施します。
※ 相談時間：⼀組３０分程度。相談件数により変動する場合があります。

順番によってお待ちいただく場合があります。ご了承ください。

お問い合わせ 電 話 047-339-6671（本多）
ＦＡＸ 047-339-7121

千葉県消費⽣活の安定及び向上に向けた県⺠提案事業

消費者トラブルと
成年後⾒制度についての

講演会・相談会
訪問販売などで⾼額の買い物をした場合のトラブルなどから、
認知症の⾼齢者や障がい者の⽅を守るために、成年後⾒制度が役⽴ちます！！
講演会に先⽴ち市川市消費⽣活センターより市内の被害事例紹介があります！！

どちらも無料！
申込不要！

場所: 市川市男女共同参画
センター「ウィズ」
研修室ＡＢ
（市川市市川１－２４－２）

定員: 7０名（当⽇先着順） ＪＲ市川駅

ＪＲ市川駅から
徒歩５分

男女共同参画
センターウィズ

※消防署との
複合施設

国道14号



高等部＆通所&入所＆就労のご家族のみなさまへ 

 

 
 

 本人の加齢と、家族の高齢化に備えて－ 

 

今回のテーマは… 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

記 

 

・日時                      １０：１５～１２：２０（９：４０～受付） 

・場所  市川市男女参画センター (７階 研修ホール) 駐車場はありません    

・内容  

 

 

 

・申し込み方法  申し込み締め切り １１月４日（水） 

〇所属評議員がいる方・・下記申込用紙を評議員さんか理事さんを通して１１月６日の理評会に提出。 

〇一般 OB 会員など・・・下記の申込書に記入し、そのまま fax してください。 

 

・主催    市川手をつなぐ親の会 「本人と家族の暮らしを考える会」成人部 

・問い合せ先 平野 緑（０９０－３８１７－５２７８） 

 呼びかけ人 飯高知子（明松園） 鈴木シゲ子（かしわい苑） 西尾京子（松香園） 

        佐藤英子（一般） 平野緑（チャレンジ国分） 村山園（くるみ）  竜円香子（梨香園）  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・キリトリ線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「本人と家族のこれからの暮らしを考える」講演会&懇談会１２月３日（木）に参加をします。 

（fax の場合は切り取らずにこのまま fax してください：平野 ＦＡＸ ３７１－６９９６ ） 

参加者お名前               所属              電話            

平成２７年１０月８日 

市川手をつなぐ親の会 

 

平成２７年１２月３日（木） 

①  一路会・いちばん星による事業説明   １０時２０分～１１時 

②  親の思いを語る            １１時～１１時１５分 

③  話合い「地域に安心の拠点を」     １１時１５分～１２時２０分 

  一路会・・施設長 磯部利江子氏   いちばん星・・理事長 森田美智子氏 

  障害者支援課課長 秋本賢一氏 

 

 

「市川に安心の拠点を作る」
一路会による単独型ショートスティ・他 

 

いちばん星によるグループホームと 

移動支援・他 

 

来年４月に、地域で暮らしていくためにどうしても必要

な地域福祉の拠点ともいうべき二つの場が出来ます。 

一路会は、今、福祉サービスで最も必要とされるショー

トスティを、９床分作ります。（国の制度を使います。希

望する誰もが利用できます。）いちばん星は、本人と家族

の加齢の中で、緊急の課題であるグループホームと、まだ

まだ不足している移動支援を用意します。柏井と東国分、

それぞれの地域で今、その準備が進められています。 

今回は、その理念とこれからの段取り等を説明します。 

奮ってご参加ください。 

地域の 



●人権週間…………………………… 2面
●開始から2年 小型家電リサイクル … 3面

●市川市人事行政運営などの状況 … 4-5面
●すこやかひろば …………………… 6面

●チャレンジCOOK ……………… 7面
●新春議場コンサート ……………… 8面今週号の紙面から
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　障害には、身体障害、精神障害、知的障害、発達障害な
どがあり、現在、全人口の約６パーセントの方に障害があ
るといわれています。それぞれの方が自分に合った生活を
送りながら、福祉施設などで軽作業や調理、創作活動を行
い働いています。
　障害者週間の目標「国民誰もが相互に人格と個性を
尊重し支えあう共生社会」を実現させるためには、障害
についての理解が必要です。市では、障害についての理
解を求める啓発活動として「I

あ い

♥あいフェスタ」を開催しま
す。一緒に考えてみませんか。
☎３７６-６４６６またはFAX376-6677南八幡メンタルサ

ポートセンター

広報いちかわは新聞折り込みでお届けする他、市内各駅の広報スタンドと公
共施設で配布しています。入手困難な方で自宅への配布をご希望の場合は、広
報広聴課へお問い合わせください。

イベント
情報

山田洋次×
井上ひさし展
開催中

平成28年2月14日（日）まで
文学ミュージアム
☎320-3334

１２月３日●～９日●は障害者週間です木 水

ミュージカル・体験企画など　 ニッケコルトンプラザコルトンホール（鬼高１-１-１）

I
あいわん  

♡１グランプリ・映画上映と講演　 中央図書館内「カフェテラスぴっころ」
◆I♥１グランプリ投票
　障害のある方が制作した作品を展示しますので、気に入ったものに投票し
てください。
投票期間 １２月１日（火）～５日（土）（各日午前10時～午後5時、ただし5日は午
後3時まで）　
  Ｉ♥１グランプリ表彰式
  １２月５日（土）午後３時３０分　 ニッケコルトンプラザコルトンホール

◆映画「フリークス」の上映会と講演
　当時サーカスのスターであった障害のある人びとを主人公とする映画と講
演を通して、私たちも障害について考えてみませんか。
講好井裕明氏（日本大学教授）
時①午後１時30分～３時　②午後３時３０分～５時
必要事項（６面上段参照）を☎３７０-１８7１またはFAX３７０-１８７２で障害者

地域生活支援センター

▼事業所で作られた食品などは、
市役所でも販売されています

▲開放感ある店内で飲食が楽しめる
「カフェテラスぴっころ」

　障害がある方もない方も、共に楽しめるイベントです（手話通訳と要約筆
記あり）。音楽の演奏、市内にある福祉施設などで活動する方が作った手工
芸品や食品の展示・販売の他、車いす体験などの体験企画があります。

▲①たくさんの作品の中からお気に入りの一品を見つけてはいかがでしょうか②あなた
の一票が優勝を決めるI♥1グランプリ③盲導犬の仕事を間近で見ることができる機会
です④生き生きと歌う姿は圧巻です

１

２ ３

４

楽しみながら障害について考えよう

◆障害のある方とない方が一緒に作り上げるチャレンジドミュージカル
　オリジナル作品など数作品のミュージカルを上演します。公開練習あり。
時午前11時10分～11時40分
  公開練習
  メディアパーク市川グリーンスタジオ　時午後0時30分～2時30分

◆体験企画など
　点字名刺の作成、盲導犬によるデモンストレーション、車いす体験など、実
際に見て触れることで、障害への理解を深めることができます。市内の福祉
施設などで作られた手工芸品や食品の販売もあります。
時正午～午後4時







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「フリークス」（1932 年アメリカ、トッド・ブラウニング監督）日本語字幕つき 

日時：平成２７年１２月５日（土）入れ替え制 

  1 回目：13：３０～14：３０  「フリークス」上映 

      14：３０～1５：００  解説 

  2 回目：15：３０～16：３０  「フリークス」上映 

      16：３０～1７：００  解説 

場所：カフェテラスぴっころ 

（市川市メディアパーク１階 中央図書館わき） 

入場料：無料 

お問合せ・ご予約：お電話かＦＡＸで。（12 月 4 日まで） 

市川市障害者地域生活支援センター 電話 ０４７－３７０－１８７１ 

                 ＦＡＸ ０４７－３７０－１８７２ 

主催：市川市 障害者週間イベント「Ｉ あいフェスタ」  

解説：好井裕明氏 

（日本大学文理学部社会学科教授）


